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1. 研究背景と目的 

 第 2 次世界大戦後、日本におけるクラシックバ

レエ（以下、「バレエ）と省略）公演の鑑賞者数は

増加している。日本芸術文化振興会が関わるバレ

エ公演の入場者数についての調査を実施した文

部科学省（2023）によると、2018 年の 70,704 人

から 2022 年の 80,255 人へ、４年間で約 113%に増

大しているという。日本において、バレエダンサ

ーの芸術的活動への認知度が上がり続けている

ことがわかる。 

 しかし、日本においてバレエダンサーの労働的

側面は社会的に認知されているとは言い難い。既

存の研究ではバレエ団の経営に関する調査はお

こなわれているものの、バレエダンサー自身の労

働環境に関するデータは不足しているためであ

る。また、従来のバレエ研究は美学や舞踊学が多

く、バレエダンサーを労働者として捉える社会学

的な視点が不足している。したがって、本研究は

「バレエダンサーという労働者は何か」を問いと

し、国内外のバレエ団に所属するダンサーへのイ

ンタビュー調査を通じて、彼らの労働環境と労働

観について明らかにする。 

 

2. 調査概要と研究方法 

 本研究では、半構造化インタビューを調査方法

として採用した。また、調査対象者は6名であり、

1 人あたり約 2 時間かけてインタビューを実施し

た。半構造化インタビューとは、質問項目をおお

よそ決め、話題の展開に合わせて新たな質問の追

加と可能し、回答の仕方も個々の回答者に任すと

いう調査方法である（谷・芦田 2010）。2024 年 10

月から 2025 年 1 月まで、日本国内でおこないつ

つ、海外在住者に対しては zoom を用いたオンラ

インでの調査を実施した。調査対象者は、日本国

籍を持つバレエダンサーであり、日本のバレエ団

のみならず、アメリカやロシアのバレエ団に所属

する者もいた。 

 

3. 結果と考察 

(1) バレエダンサーの労働環境 

 日本のバレエ団における労働環境は、特有の

活動様式と雇用形態に起因する構造的な課題を

内包している。海外のバレエ団が年間 80〜120

回の公演をおこなっている。一方で、日本のバ

レエ団は、10〜40 回に留まっている。また、リ

ハーサルやゲネプロといった舞台への準備工程

が長期化する点に特徴がみられた。多くのバレ

エダンサーは、リハーサルに多くの時間を費や

しながらも、出演料のみを報酬とする「業務委

託契約」として働くことから、生活基盤が不安

定である。特に、階級の低いダンサーは生活維

持のために他業種のアルバイトを兼業する状況

が確認されている。 

 そして、日本のバレエ団の労働環境は性別に

よって差異が存在している。稲田（2012）によ

ると、男性のバレエダンサーだけが各地のバレ

エ教室へのゲスト出演によって、収入を得てい

るという。この先行研究と同様に、バレエに不

可欠な女性を持ち上げる技術である「リフト」

が男性に求められることが確認された。そのた

め、男性は国内のバレエ教室がおこなう発表会

に「ゲスト出演」での需要の高さから、所属団

体の給与が少なくてもアルバイトなしで生活で

きるようになることが多いという。 

 

(2) バレエダンサーの労働観 

 尾高（1995）が提唱した「生計の維持」「個性の

発揮」「役割の実現」という職業の三要素に基づき、

日本のバレエダンサーの労働観を分析すると、顕

著な特徴が浮かび上がる。 

 多くの日本人バレエダンサーは、「個性の発揮」

と「役割の実現」を強く志向していることが確認

された。彼らは、バレエの表現活動を通じて自ら

の能力を最大限に発揮することに大きなやりが

いを感じ、舞台での自己表現が重要な原動力とな

っている。また、観客に感動を与えるという「役

割の実現」にも価値を見出している。この自己実

現と表現活動への満足感は、金銭的な報酬よりも

優先される傾向にある。「生活のために働く」とい

った「生計の維持」を目的とする労働観を有する

バレエダンサーは確認されなかった。 

 これらから、日本のバレエダンサーは、自己実

現を強く追求する内面的な満足感を重視する傾

向がある可能性を示唆している。 
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